
みどり戦略推進チーム(teamみどり)による拠点独自の取組を展開

山口県拠点

○ 施策分類
みどりの食料システム戦略

○ きっかけ・背景、課題の把握
みどり戦略において有機農業の推進が掲げられているものの、

県拠点では、県内の農家における取組状況等について十分に把握
されていなかったため、所内の企画会議の場において（５月）、
取組を推進するには、まずは地域の実態把握が重要との機運が高
まり、県拠点一丸となったみどり戦略推進へ発展。

○ 取組の内容
地方参事官室各地区から担当を１名ずつ選出して「teamみど

り」を結成。トップダウンでなく、職員が主体となってアイディ
アを出し合い、有機農業の実態把握や、みどり戦略のＰＲ等を効
率的・効果的に行うため県拠点独自の取組を企画・実践。

有機農業実践者や有機農産物コーナーがある販売店舗等のマッ
プ作成や、有機農業者、販売店等との意見交換、各種イベントに
おけるパネル展示やアンケートを行った。

○ 効果・成果、今後の方向性
一連の取組やアンケートを通じ、みどり戦略の認知度や有機農

産物の取扱量を一層伸ばしていく必要性などの課題が見えてきた。
今後はホームページでの生産者紹介などを予定しており、引き

続き様々な取組を実施し、みどり戦略の推進を一層図っていく。
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みどり戦略のより一層の推進に向けて県拠点内にみどり戦略推進チーム（teamみどり）を結成。
有機農業の実態把握やイベントでの情報発信など、多岐にわたる取組を拠点一丸となって推進。
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・ 有機農業実践者・販売店のマップ化
・ 各種イベントでのパネル展示・アンケート
・ 有機農業実践者に対する統一質問作成
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